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令和６年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

077 
提案機関名 湘南地域県政総合センター 

要望問題名 特用林産（きのこ類）の県内経営指標の作成支援  

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

近年、菌床きのこ生産等に関する相談が増えている。退職後に農地を活用して生産を始めたいという話や、

農業との兼業による新規参入などである。きのこ生産等に係る新規就農時に活用される融資等は、融資審査に

おいて森林課に意見書の提出が求められる。また、市町村が認定を行う青年等就農計画等や各種補助事業にお

いても意見が求められる機会が確実に増えている。 

新規参入の相談者に対しては、これまでの普及指導の経験、知識を活用し、想定される事柄について説明

し、相談者に具体的な生産イメージを持ってもらうこと、どのような規模、サイクルで開始するか等の一助と

するため、管内のベテラン生産者の了解のもと案内し、実際の栽培施設等を見学してもらっている。また、使

用する種菌により、特性や栽培方法は異なるため、継続して種菌メーカーから技術指導を受けるように伝えて

いる。 

しかし、新規に生産開始する場合には、経営的な面の指導や相談窓口となることは重要であり、生産規模や

収支計画、労働環境、販路確保など、総合的な視点を持って対応する必要性を感じている。 

 林業普及指導職員としては、これまで、主として生産技術の指導に取り組んできており、生産上の課題(害

虫、生育不良等)について、きのこ研究をしていた専門職を務めた退職者を普及指導協力員として登録し、連

携して進めていたところであるが、昨年度お亡くなりになり、生産技術の指導に関しても頼るところがない状

態である。 

一方、県内生産者の形態は小規模で、生産者間の交流の場は少ないこともあり、ベテランの生産者からも常

日頃いろいろな情報を求められ、巡回指導のなかから課題が明らかになることが多く、巡回に来てもらいたい

という強い要望を受けている。 

林業普及指導職員が対象とする範囲は広く、市町村、森林づくりに関する団体、担い手等への指導のほか、

補助事業担当を担うなど、業務も幅広い。独自にきのこ生産に関する経営面の指導ができるようなデータ収

集、分析をすることは困難である。農業分野では農業技術センターにおいて、県内農作物の経営指標が取りま

とめられており、前述した意見書の作成時に活用されている。普及指導事業の計画で掲げる連携体制の強化と

して、県民の要望が高まっていることを認識いただき、農業技術センターと連携して、県内きのこ生産に係る

生産技術及び経営指標のとりまとめに対応できる体制を整えるようお願いしたい。 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

 

 

回答機関名 
自然環境保全センター 

農業技術センター 
担当部所 

研究企画部 

企画経営部 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  



対応の内容等 

農業技術センターは、試験研究課題を設定し、実施することはできませんが、林業普及指導職員に対し、経

済性標準指標の作成方法の説明、生産者の調査への同行、データ取りまとめへの助言等、菌床シイタケ栽培の

経営指標作成を支援することは可能ですので、作成する場合には相談してください。  

 

自然環境保全センターは、提案について試験研究課題を設定し、実施することはできませんが、自然環境保

全センターから林業普及指導を所管する森林再生課へ要望内容を伝え、両者で調整した上で農業経営に係る研

究員が在席する農業技術センターへ相談してまいります。 

 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


